
平成26年度 産業システム工学プログラム

科目区分・分類 一般・講義 対象学科名・学年 機械4年 科目コード 47011234

科目名 経済学　Economics

担当教員 名部井　一良

単位数（時間数） 必選　後期　1単位　（30時間） 学習・教育目標との対応 (A-1)

授業の
目的と概要

本講義では，長期的視点から，経済が成長する条件を考察する．

先修科目 現代社会

後修科目

備考 必要な経済知識は講義の中で説明するので，十分に把握しておくこと．

授業項目 時間 内容

1 国民所得の決定理論 4 静学モデルとしての所得決定理論を学ぶ．

2 経済成長の事実 2 ＯＥＣＤ諸国をはじめとする国々の経済成長の軌跡を確

認する．

3 ソロー・モデル 4 基本的で扱い易い成長理論を学ぶ．

4 ソロー・モデルの経験的応用 4 ソロー・モデルの説明力を検証する．

5 技術進歩 2 技術進歩を分類し，経済モデルへの導入を図る．

6 技術進歩を含んだソロー・モデル 2 定常状態における持続的成長の説明ができるように技術

進歩を導入する．

7 人的資本を含んだソロー・モデル 2 教育が経済成長に及ぼす効果を検証する．

8 アイデア 4 知識やアイデアの経済的な特徴を理解し，それを経済モ

デルに導入する．

9 ローマ―・モデル 4 アイデアが成長のエンジンとなるようなモデルを検証す

る．

10 インフラストラクチャ―と経済成長 2 法律やインフラ整備が経済成長に及ぼす効果を考察する

．

                    学年末試験

学習・教育目標を
達成するために身
に付けるべき内容

経済を成長させる様々な要因について理解すること，また，政府日銀の成長戦略について
自分なりの意見を持つこと．

成績評価
試験（50%）・課題（レポート・報告）（50%）で100％とする．全体の60％以上で（A-1）
の達成とする．

教材

プリントを配布する．
参考書：C.I.ジョーズ／香西泰監訳『経済成長理論入門』日本経済新聞社．C.I.ジョーズ
／宮川努ほか訳『マクロ経済学Ⅰ　長期成長編』東洋経済新聞社．

オフィスアワー 質問などがある場合は，授業の前後に聞いて下さい．


